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要旨 . 琉球列島の沖縄島 , 屋我地島 , 久米島町
奥武島および西表島周辺海域から採集された
標本に基づき , リュウグウスナモグリ科 ( 新
称 ) Eucalliacidae Manning & Felder, 1991 のクモ
リスナモグリ ( 新称 ) Calliaxina novaebritanniae 
(Borradaile, 1900), オ ト ヒ メ ス ナ モ グ リ C. 
sakaii (de Saint Laurent, in de Saint Laurent & 
Le Loeuff, 1979), フタモンスナモグリ ( 新称 ) 
Eucalliaxiopsis inaequimana (Dworschak, 2014) 
お よ び ウ ラ シ マ ス ナ モ グ リ E. panglaoensis 
(Dworschak, 2006) を報告した . これら 4 種のう
ち , クモリスナモグリとフタモンスナモグリの
2 種は日本沿岸からの初記録であるとともに , 
本報告によって分布域の北限を大きく更新し
た .

はじめに

潮下帯から潮間帯まで生息する穴居性十脚甲
殻類であり , 釣り餌としても扱われることがあ
るスナモグリ類は , その種多様性に対して形態
的な類似度が高く , 種や属といった下位分類だ
けでなく , 科や亜科といった上位分類も近年
に至るまで大きな変遷を続けている分類群で
あ る (Sakai 2011 や Poore 2021 な ど ). Manning 
& Felder (1991) はアメリカ産スナモグリ類の分
類を見直す中で , Callianassa quadracuta Biffar, 
1970 をタイプ種として新属 Eucalliax を設立し , 
これをタイプ属として新亜科 Eucalliinae を設立
した . 但し , この亜科名はスペルミスであり , 
Sakai (1999) によって Eucalliacinae に修正され
た . その後 , 本タクソンの分類学的位置は亜科
と科の間で変動していたが , 近年スナモグリ類
の分類を整理した Poore et al. (2019) および本タ
クソンの種を包括的に取り扱った Poore (2021) 
は , 科 Eucalliacidae と扱っており , 本稿ではそ
れに従った . 

こ れ ま で に 日 本 沿 岸 か ら 記 録 さ れ て い
る Eucalliacidae 類 は , オ ト ヒ メ ス ナ モ グ リ
Calliaxina sakaii (de Saint Laurent, in de Saint 
Laurent & Le Loeuff, 1979) と ウ ラ シ マ ス ナ モ
グ リ Eucalliaxiopsis panglaoensis (Dworschak, 

2006) の 2 属 2 種である [Sakai 1966 (Callianassa 
(Callichirus) novaebritanniae Borradaile, 1899 とし
て ); 大澤 2012a; 大澤 2012b; 大澤 ･ 藤田 2016]. 
これら 2 種の報告はともに乏しく , オトヒメス
ナモグリは沖縄県のレッドデータブックにお
いて準絶滅危惧種 (NT) に選定されている ( 駒
井 2017). 筆者が近年琉球列島沿岸から蒐集し
た Eucalliacidae 類の標本を精査したところ , 上
記の 2 種に加えて日本沿岸から記録の無かった
Calliaxina novaebritanniae (Borradaile, 1900) と E. 
inaequimana (Dworschak, 2014) の 2 種を確認し
たため , これら 4 種を標本に基づいて報告する .

な お , こ れ ま で に Eucalliacidae も し く は
Eucalliacinae に充てられた和名は存在しない . 
そこで , 本科に属する国産既知種の和名がオト
ヒメスナモグリとウラシマスナモグリであるこ
とから , 伽話「浦島太郎」に登場する竜宮城に
因み , Eucalliacidae に新標準和名リュウグウス
ナモグリ科を提唱する .
 

材料と方法 
 
本研究で用いた標本は , いずれもヤビーポンプ
によって吸引採集し , 75 % エタノール液浸標
本として琉球大学博物館 ( 風樹館 ) (RUMF) に
収蔵されている . 本稿での形態記載で扱った
形質の名称については三宅 (1982), Komai et al. 
(2018) および Karasawa et al. (2019) の和文概要
に準拠した ( 図 1) が , 先行研究において “lateral 
projection(s)” に相当する和名を確認できなかっ
たため , 本稿では側突起と呼称する ( 図 1: lp). 
標本の計測箇所は次の通りである : 甲長 , 甲の
正中線上 , 額角の先端から甲の後縁中央までの
距離 ( 図 1: cl); 額角長 , 背面観で左右の眼窩最
奥部を結ぶ線と額角先端の最短距離 ( 図 1: rl); 
眼柄長 , 背面観で左右眼柄の露出基部を結ぶ線 
(= 左右の眼窩最奥部を結ぶ線 ) と左右の眼柄先
端を結ぶ線の最短距離 ( 図 1: el); 眼柄幅 , 眼柄
露出部の側縁が最も膨らむ点と左右の眼柄内
縁もしくはその延長線上の最短距離 ( 図 1: ew); 
側突起長 , 背面観で左右の眼窩最奥部を結ぶ線
と左右の側突起先端を結ぶ線の最短距離 ( 図
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1: lpl); 第 3 顎脚坐節長および長節長 , 各節の
面の正中線の長さ ; 鉗脚長 , 第 1 胸脚の長節基
部から指節末端までの距離 ; 第 1, 2 腹節長 , 第
1, 2 腹節それぞれの背面正中線上の長さ ; 尾節
幅 , 尾節が最も幅広い部分の幅 ; 尾節長 , 尾節
の基部中央から末端中央までの長さ . 腹肢の観
察は検討標本のうち , 各種各性の最大個体に基
づいている . 一部の形態形質はメチレンブルー
による染色を施して観察した . シノニムリスト
は , 各シノニムを提唱した文献 , およびそれぞ
れの種の新記録を扱っている文献を中心に作成
した . 各種の詳細なシノニムリストについては
Poore (2021) を参照されたい . また , 形態的特徴
の項目は , 日本からすでに記録のあるオトヒメ
スナモグリとウラシマスナモグリに関しては , 
識別形質を中心とした主な形質の記載に留め
た .

結果と考察

Axiidea de Saint Laurent, 1979
アナエビ下目
Eucalliacidae Manning & Felder, 1991
リュウグウスナモグリ科 (新称 )

Calliaxina Ngoc-Ho, 2003
オトヒメスナモグリ属 (新称 )
備考 . Ngoc-Ho (2003) は Calliax punica de Saint 
Laurent & Manning, 1982 を タ イ プ 種 と し , 新
属 Calliaxina を設立した . 当初はタイプ種に C. 
novaebritanniae (Borradaile, 1900) とオトヒメス
ナ モ グ リ C. sakaii (de Saint Laurent in de Saint 
Laurent & Le Loeuff, 1979) を合わせた 3 種のみ
が含まれていたが , 後に属の定義が拡張される
などして現在では 5 種が含まれている (Poore 
2021). リュウグウスナモグリ科に含まれる属の
うち , 日本国内から記録のある Eucalliaxiopsis 
Sakai, 2011 とは尾節に横向きの強い隆起を欠く
ことや , 第 3 顎脚に外肢を持つことなどで区別
される . これら 2 属はそれぞれ姉妹群となる単
系統群であることが分子系統学的研究によって
示されている (Robles et al., 2020).
和名 . これまでに Calliaxina Ngoc-Ho, 2003 に

充てられた和名は存在せず , また , 本研究以前
における本属唯一の国産既知種であるオトヒ
メスナモグリがかつて所属していた Calliax de 
Saint Laurent, 1973 にも和名が与えられたことは
ないため , Calliaxina に新標準和名オトヒメスナ
モグリ属を提唱する .
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図 1. クモリスナモグリ ( 新称 ) (RUMF-ZC-5877) の甲背面 ( 剛毛および右体側の構造は省略 ) および本研究
で用いた計測箇所と用語 . cg, 頸溝 ; cl, 甲長 ; cs, 心域の縫合 ; el, 眼柄長 ; ew, 眼柄幅 ; hb, 肝域突起 ; lp, 側突起 ; 
lpl, 側突起長 ; lt, タラシナ線 ; rl, 額角長 .
Fig. 1. Measurements and terminology used in the present study based on dorsal view of carapace of Calliaxina 
novaebritanniae (Borradaile, 1900) (RUMF-ZC-5877). cg, cervical groove; cl, carapace length; cs, cardiac suture; el, 
eyestalk length; hb, hepatic boss; lp, lateral projection; lpl, lateral projection length; lt, linea thalassinica; rl, rostrum 
length.



Calliaxina novaebritanniae (Borradaile, 1900)
クモリスナモグリ (新称 )
( 図 1, 2A, B, 3A, 4, 5, 6A–D)

Callianassa novae-britanniae Borradaile, 1900: 419, 
pl. 39, figs. 14a–d.

Callianassa (Callichirus) novae-britanniae — 
Borradaile 1903: 547; Borradaile 1904: 753.

Calliax novaebritanniae — de Saint Laurent & 
Manning 1982: 212, figs. 1f, 2b, 6b.

Paraglypturus novaebritanniae — Sakai 1999: 123, 
fig. 32d–f.

Calliaxina novaebritanniae — Ngoc-Ho 2003: 493; 
Sakai 2011: 500; Sakai 2015: 439; Dworschak 
2018: 17, fig. 1b, c; Poore et al. 2019: 139; Poore 
2021: 10, figs. 1d, e, 8–10, 12d, e, j.

Calliaxina xishaensis —Liu & Liang, 2016: 83–87, 
figs. 1, 2.

Not Callianassa (Callichirus) novaebritanniae — 
Sakai 1966: 161, figs. 1–4 [ = Calliaxina sakaii 
(de Saint Laurent, in de Saint Laurent & Le 
Loeuff, 1979)].

検討標本 . RUMF-ZC-5876, 1 雄 ( 甲長 6.4 mm), 
沖縄島浦添市港川 , 2018 年 6 月 29 日 , 佐藤大
義採集 ; RUMF-ZC-5879, 1 雄 ( 甲長 6.8 mm), 2
雌 ( 甲長 7.0, 7.2 mm), 沖縄島浦添市港川 , 2020
年 4 月 8 日 , 佐藤大義採集 ; RUMF-ZC-5877, 1
雄 ( 甲長 8.6 mm), 久米島町奥武島 , 2020 年 2 月
25 日 , 佐藤大義採集 ; RUMF-ZC-5878, 1 雄 ( 甲
長 6.7 mm), 久米島町奥武島 , 2020 年 2 月 25 日 , 
上田龍之介採集 ; RUMF-ZC-6606, 1 雄 ( 甲長 4.8 
mm), 西表島伊武田干瀬西 , 2021 年 1 月 23 日 , 
中島広喜採集 ; RUMF-ZC-6607, 1 雄 ( 甲長 4.6 
mm), 鳩間島南東リーフ内 , 2021 年 1 月 26 日 , 
佐藤大義採集 .
形態的特徴 . 甲長は第 1, 2 腹節を合わせた

長さの 1.06–1.32 倍である ( 図 2A). 甲 ( 図 1A) 
の上面は平滑無毛だが , 側面は浅い小孔に覆わ
れ剛毛が疎らに生える . 額角は幅広い三角形で
あり , 眼柄の 0.18–0.45 倍の長さである . 額角
先端は弱く尖るが , 一部の個体では鈍い . 側突
起はよく発達し , 眼柄の 0.22–0.28 倍の長さで
ある . 頸溝 (cervical groove) は明瞭だが , 卵型
域 (dorsal oval) を形成しない . タラシナ線 (linea 
thalassinica) は深く刻まれ , 2 本は平行に甲を縦
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図 2. 鮮時の色彩 , 全体 . A, B, クモリスナモグリ ( 新称 ) ( 雄 , 8.6 mm, RUMF-ZC-5877); C, D, オトヒメスナモ
グリ ( 雄 , 6.6 mm, RUMF-ZC-5880); E, F, フタモンスナモグリ ( 新称 ) ( 雌 , 6.8 mm, RUMF-ZC-5884); G, H, ウ
ラシマスナモグリ ( 雄 , 7.1 mm, RUMF-ZC-5886); A, C, E, G, 背面 ; B, D, F, H, 左側面 .
Fig. 2. Colouration of fresh material, entire animal. A, B, Calliaxina novaebritanniae (Borradaile, 1900) (male, 8.6 
mm, RUMF-ZC-5877); C, D, C. sakaii (de Saint Laurent, in de Saint Laurent & Le Loeuff, 1979) (male, 6.6 mm, 
RUMF-ZC-5880); E, F, Eucalliaxiopsis inaequimana (Dworschak, 2014) (female, 6.8 mm, RUMF-ZC-5884); G, H, E. 
panglaoensis (Dworschak, 2006) (male, 7.1 mm, RUMF-ZC-5886); A, C, E, G, dorsal view; B, D, F, H, lateral view.



断する . 心域の縫合 (cardiac suture) の中央は浅
く繋がるか途切れる . 心域の縫合の両端から
斜め前方に縫合線が伸びる . 肝域突起 (hepatic 
boss) は弱く , 甲側面において肝域から側甲の後
縁下部に伸びる縫合線とタラシナ線の中程に位
置する . この縫合線の下側ではさらに網目状に
縫合線が見られる .

第 7 胸部腹甲の楯板 ( 図 3A) は , 左右端の少
し前方に短い切れ込みが , また後端中央から長
い切れ込みが , それぞれ中心に向かうが , それ
らの内端は互いに遠く離れており , 繋がらない .

眼柄の長さは幅の約 2.1 倍である ( 図 1, 5). 
背面観では基部の約半分までは外縁と内縁は平
行であるが , 半分をやや超えた位置から外縁が
内側に向かい先細りとなる . 角膜基部は末端の
約 1/3 に位置する .

第 1 触角柄部は第 2 触角柄部より短く , 各節
は円筒形である . 第 2, 3 節外面下部には長い剛
毛が列生する .

第 2 触角柄部の第 1 節は太短く , 外面の中央
よりやや上部に排泄孔が開口する . 第 2 節の側
面観は三角形であり , 第 3 節が下面で関節する . 
第 3 節の末端は第 2 節の末端を僅かに超える . 
第 4, 5 節は細長い円筒形であり , それぞれ第
1–3 節の長さの 2 倍およびほぼ等長である . 第 3
節外面には長い剛毛が密生する .

第 3 顎脚 ( 図 4C) は外肢を持ち , 外肢の末端
は坐節を超えるが長節の末端を超えない . 外肢
の末端にはやや長い剛毛が列生する . 坐節と長
節は薄く幅広く , ともに下縁および内面の上縁
寄りに剛毛が列生する . 坐節は縦長の四角形で
あり , 内面正中線上には小突起が鋸歯状に並ぶ . 
長節は丸みを帯びた台形で , その長さは坐節長
の約 2/3 倍である . 腕節は丸みを帯びた四角形

であり , 長節の長さの約 3/4 倍である . 下縁 , 内
面上縁寄りおよび内面正中線上に剛毛が列生す
る . 前節は丸みを帯びた三角形であり , 上縁は
ほぼ直線的だが下縁基部は下向きに強く張り出
す . 下縁にはやや長い剛毛が列生する . 指節は
丸みを帯びた四角形であり , 長さは腕節の約半
分である . 末端には剛毛が密に列生し , 上縁に
は剛毛が疎らに生える .

鉗脚 ( 第 1 胸脚 ) の大きさには左右差があり , 
検討標本の鉗脚の欠けていない 6 個体のうち , 4
個体は右鉗脚が , 2 個体は左鉗脚が僅かに肥大
していた . 大鉗脚の長さは小鉗脚の 1.01–1.09 倍
であり , 小型個体はその差が小さい . 

大鉗脚 ( 図 4A) の坐節は細長く , 内面は平た
いが外面はやや丸みを帯びて膨らむ . 前縁は鋸
歯状となり , 末端に向かい歯が大きくなる . 後
縁は平滑無毛 . 長節は坐節よりも僅かに短く , 
側面観は長方形に近い . 上縁は平滑であり , 末
端に剛毛の束を持つ . 下縁は基部が鋸歯状とな
る . 腕節は長節よりやや短い . 幅広く , 末端の上
下幅は長さの1.42–1.73倍である . 外面は膨らみ , 
剛毛の束が並ぶ下縁付近を除いて平滑無毛であ
る . 上縁 , 下縁ともに弱く薄く張り出し , 上縁の
末端に剛毛の束を持つ . 内面はほぼ平面であり , 
上下縁のすぐ内側に剛毛の束が並ぶ . 前節上縁
は腕節上縁の 1.74–2.06 倍である . 前節の上縁 , 
下縁はともに弱く薄く張り出し , それらのすぐ
内側に剛毛の束が並ぶ . 外面は周囲を縁取るよ
うに剛毛の束が並び , 中央付近は平滑無毛であ
る . 指節との関節付近に数個の顆粒を持つ . 不
動指の形態には個体差があり , 咬合縁の基部か
ら約 2/5 の位置に鋭く明瞭な歯のみを持つ個体
と , 咬合縁の中央に小さな鈍歯のみを持つ個体
の 2 パターンが認められた . 指節は不動歯より

図3. 第7胸部腹甲の楯板 . A, クモリスナモグリ (新称 ), 雄 (6.8 mm) (RUMF-ZC-5879); B, オトヒメスナモグリ , 
雄 (5.8 mm) (RUMF-ZC-5883); C, フタモンスナモグリ ( 新称 ), 雌 (6.8 mm) (RUMF-ZC-5884); D, ウラシマスナ
モグリ , 雄 (7.1 mm) (RUMF-ZC-5886).
Fig. 3. Shield on thoracic sternite 7. A. Calliaxina novaebritanniae (Borradaile, 1900), male (6.8 mm) (RUMF-ZC-5879); 
B, Calliaxina sakaii (de Saint Laurent in de Saint Laurent & Manning, 1979), male (5.8 mm) (RUMF-ZC-5883); C, 
Eucalliaxiopsis inaequimana (Dworschak, 2014), female (6.8 mm) (RUMF-ZC-5884); D, Eucalliaxiopsis panglaoensis 
(Dworschak, 2006), male (7.1 mm) (RUMF-ZC-5886).
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図 4. クモリスナモグリ ( 新称 ), 雄 (8.6 mm), RUMF-ZC-5877. A, 右鉗脚 , 内面観 ; B, 左鉗脚 , 内面観 ; C, 左第 3
顎脚 , 内面観 ; D, 右第 2 胸脚 , 外面観 ; E, 右第 3 胸脚 , 外面観 .
Fig. 4. Calliaxina novaebritanniae (Borradaile, 1900), male (8.6 mm), RUMF-ZC-5877. A, right cheliped, mesial view; 
B, left cheliped, mesial view; C, left maxilliped 3, mesial view; D, right pereopod 2, lateral view; E, right pereopod 3, 
lateral view.
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長く , 下向きに緩やかに湾曲する . 指節の咬合
縁の形態には若干の個体差が見られたが , 基部
が膨らみ , 咬合縁上に目立った歯を持たないと
いう特徴を共通して持っていた . 指節の上縁お
よび咬合縁付近の内外面に剛毛の束を持つ . 

小鉗脚 ( 図 4B) の形態は大鉗脚と概ね一致す
るが , 腕節が長く長節とほぼ等長となり , 前節
上縁は腕節上縁の 1.45–1.59 倍となる . 

第 2 胸脚 ( 図 4D) は鉗脚状となり , 各節はや
や横扁する . 長節は坐節の長さの 2 倍を超え , 
丸みを帯びた長方形である . 下縁基部は膨らみ , 
長い剛毛が密に列生する . 腕節は三角形であり , 
断面も縦長の三角形である . 上縁 , 外下縁およ
び内下縁には剛毛の束が並ぶ . 前節は三角形で
あり , 腕節より僅かに短い . 上縁に剛毛の束を
持ち , 下縁に剛毛が列生する . 外面には剛毛の
束が散在する . 指節は三角形であり , 上縁にの
み剛毛の束が並ぶ .

第 3 胸脚 ( 図 4E) は横扁する . 長節は丸みを
帯びた長方形であり , 上縁末端および下縁には
剛毛の束を持つ . 腕節は三角形であり , 下縁 , 外
面下部および外面末部に長い剛毛が列生する . 
前節は歪んだ四角形であり , 基部の下側が丸み
を帯びて後方に張り出す . 外面には中央に無毛
の領域が縦走しており , そこを除いた一面は短
い剛毛の束に覆われている . 下縁 , 上縁ともに
剛毛が列生し , 下縁では密に生え , 基部の剛毛
が顕著に長い . 指節は先端がやや下縁側に曲が
った雫型をしており , 外面 , 下縁 , 上縁ともに剛
毛が密生する .

第 4 胸脚はやや横扁する . 長節および腕節は
細長く , 末端付近に剛毛の束を持つ . 前節は長
さが幅より大きい長方形である . 下縁には剛毛
が列生し , 外面は正中線上を除いて剛毛に覆わ
れる . 指節は雫型である . 上下縁には剛毛が列

生し , 外面上部の基部には剛毛が密生する .
第 5 胸脚の長節 , 腕節は湾曲した円柱形であ

り , 前節はやや平たく , 下縁は窪み , 上縁は強く
膨らむ . 前節の下縁側末端が突出し , 指節が湾
曲した鉤爪状であるため鉗脚状となる . 前節 , 
指節ともに末端付近にやや長い剛毛が密生す
る .

第 1 腹節は前方約 1/3 で顕著な横溝により
段状に区切られており , 背面観では前方部が幅
広い長方形 , 後方部が後方に向けて幅が広くな
る台形である ( 図 2A). 前方部と後方部を隔て
る溝は後腹方に繋がり , 後方部側面より卵形薄
板 (ovoid plate) を区切る ( 図 2B). 背面および側
面はほぼ平滑無毛だが , 側面上部の末端付近に
1 対の剛毛の束を持つ . 第 2 腹節背面観 ( 図 2A) 
は前方にかけてやや狭まった台形であり , 第 1
腹節の 1.4–1.8 倍の長さである . 背面および側
面はほぼ平滑無毛だが , 後端付近に 2 対の剛毛
の束を持つ . ほぼ同形の第 3–5 腹節は第 4 腹節
が僅かに短く , いずれも第 1 腹節より短い . い
ずれも側面の中央付近に剛毛が上下に短く列生
する . 第 6 腹節背面観は丸みを帯びた台形であ
り , 僅かに横幅が長さより大きい . 側縁は , 僅か
に窪む前端付近を除いて後方にかけて弱く狭ま
り , 後端から約 1/4 で弱く膨らむ . 後縁の中央は
浅く切れ込む . 側縁には短い剛毛が疎らに生え , 
剛毛の束が側縁の後端約 1/4 の突出部と後縁側
方に 1 対ずつ配置される .

雄の第 1 腹肢 ( 図 6A) は 3 節からなる . 基節 
( 第 1 節 ) は側偏し , 先端後側に剛毛が数本生え
る . 続く末節 ( 第 2 節 ) も側偏し , 前部と後部の
間に関節が認められ , 2 節に分かれる . 後部は前
方へ鉤状に湾曲する . 前部は後部の上半分 ( 基
節側 ) と関節しており , 斜め前方へ突出 , 先端
は切れ込みによって 2 葉に分かれ , 後部の鉤状
突起の先端に接しない . 小型個体では後部の伸
長は乏しい .

雄の第 2 腹肢 ( 図 6B) は外肢と内肢を持ち , 
内肢には雄性突起 (appendix masculina) が , 雄性
突起には内肢突起 (appendix interna) が附属して
いる . 外肢全長は内肢のそれより長く , 原節に
付いた状態で外肢末端は内肢末端を超える . 雄
性突起の末端は内肢の末端を超えない . 外肢 , 
内肢および雄性突起の末端には剛毛が列生し , 
雄性突起のものが最も長い . 内肢突起は雄性突
起の長さの 1/3 に満たない . 

雌の第 1 腹肢 ( 図 6C) は 2 節からなり L 字型
である . 末節は中央よりやや近位で膨らむ . 末
節の膨らんだ部位の周囲 , 基節の末端付近と外
側には長い剛毛を持つ . 基節は末端外縁側が微
かに突出する . 

雌の第 2 腹肢 ( 図 6D) は外肢と内肢を持つ . 

図 5. クモリスナモグリ ( 新称 ), 雌 (7.2 mm), RUMF-
ZC-5879, 頭胸甲前方 .
Fig. 4. Calliaxina novaebritanniae (Borradaile, 1900), 
female (7.2 mm), RUMF-ZC-5879, anterior part of 
cephalothorax.
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内肢は細長い三角形であり , 内肢突起を持つ . 
外肢は細く , その全長は内肢のそれより長い . 
原節に付いた状態では外肢末端は内肢末端を僅
かに超える . 第 2 腹肢の各縁には長い剛毛が散
在する .

尾節は幅広く , 幅は長さの 1.65–2.05 倍であ
る . 側縁は丸みを帯び , 中央よりやや後端寄り
の位置で幅の最大値となる . 背面の中央やや基

部寄りの位置に横向きのごく弱く短い隆起を 1
条持ち , この隆起の中央付近の直後に剛毛が数
本生える . 後縁は直線的であり , 両端から 1/4 の
位置に 1 対のやや長い剛毛の束を持ち , その外
側に短い剛毛が短く列生する . 

尾肢の内肢は卵円形であり , 長さは幅の 1.4
倍である . 背面の末端付近に長い剛毛の束を
持ち , 後半分の縁には剛毛が列生する . 外肢は

図 6. 第1, 2腹肢 . A, B, クモリスナモグリ (新称 ), 雄 (8.6 mm), RUMF-ZC-5877; C, D, クモリスナモグリ , 雌 (7.0 
mm), RUMF-ZC-5879; E, F, フタモンスナモグリ (新称 ), 雌 (6.8 mm), RUMF-ZC-5884; A, 右第1腹肢 , 内面観 ; C, 
E, 左第 1 腹肢 , 外面観 ; B, F, 左第 2 腹肢 , 下面 ( 剛毛を省略 ); D, 左第 2 腹肢 , 上面 ( 剛毛を省略 ).
Fig. 6. Pleopod 1 and 2. A, B, Calliaxina novaebritanniae (Borradaile, 1900), male (8.6 mm), RUMF-ZC-5877; C, D, C. 
novaebritanniae (Borradaile, 1900), female (7.0 mm), RUMF-ZC-5879; E, F, Eucalliaxiopsis inaequimana (Dworschak, 
2014), female (6.8 mm), RUMF-ZC-5884; A, right pleopod 1, mesial view; C, E, left pleopod 1, lateral view; B, F, left 
pleopod 2, ventral view (setae omitted); D, left pleopod 2, dorsal view (setae omitted).
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卵円形であり , 外側縁は剛毛が密に列生する
が , 後縁は数本の棘状剛毛を持つのみであり , 
内側縁および前縁は無毛である . 前方に背板 
(anterodorsal plate) を持ち , その外側縁は剛毛お
よび棘状剛毛が密に列生する .
色彩 . 一部で内部の組織が透けて見えること

を除けば , 体全体は一様に白色である ( 図 2A, 
B).
生息環境 . 低潮線直下から水深 15 m ほどま

での , 海草藻場に隣接する潮通しの良い砂底域
から採集された .
分布 . パプアニューギニアのニューブリテン

島 ( タイプ産地 ), インドネシアのアンボン島お
よびスラウェシ島 , バリ島 , フィリピンのパン
ラオ島およびパラワンのカドラオ島 , オースト
ラリアのクイーンズランド , フレンチポリネシ
ア , 西沙諸島から記録されている . (Borradaile 
1900; Liu & Liang 2016; Dworschak 2018; Poore, 
2021). 国内からは沖縄島 , 久米島町奥武島およ
び西表島周辺海域から採集された ( 本研究 ).
和名 . 本種は甲の側部が小孔に覆われており 

( 図 1A), 質感および透明感が磨りガラス（= 曇
りガラス）様を呈する . この特徴によって野外
でも比較的容易に他種から区別できるため , こ
の特徴に因みクモリスナモグリの標準和名を新
称する . 和名の基準となる標本には本研究で用
いた甲長 8.6 mm の雄 (RUMF-ZC-5877) を指定
する .
備考 . 検討標本は原記載 (Borradaile 1900) の

他 , Sakai (2011) に記載された識別形質および
Dworschak (2018) の本種の形態記載とよく一致
した . なお , Sakai (1999) は本種のホロタイプ
を図示しており , これとも概ね一致したが , 第
6 腹節の後部に剛毛の束が 1 対しかない点と尾
節の後縁に剛毛を持たない点が本研究の観察結
果と異なっていた . de Saint Laurent & Manning 
(1982) は本種と形態的によく似た C. punica (de 
Saint Laurent & Manning, 1982) やオトヒメスナ
モグリとの識別点を示しているが , そこで図示
されている本種の第 7 胸部腹甲上の楯板や尾節
および雄の第 1 腹肢の図ともよく一致してい
た . 但し , 雄の第 1 腹肢は末端の節に形成され
た , 附属肢との間隙が検討標本のものがやや大
きいように見受けられた ( 図 6A). また , de Saint 
Laurent & Manning (1982: fig. 2b) の尾肢外肢に
は 1 本の棘状剛毛が描かれているが , これは観
察されなかった . しかしながら , Sakai (1999) の
ホロタイプの図にこの特徴は書かれておらず , 
また Dworschak (2018) でもこれは観察されなか
ったとされており , この棘状剛毛の有無は本種
の同定において重要ではないのかもしれない . 
Liu & Liang (2016) や Dworschak (2018) では本

種の尾節について , 幅は長さの 2 倍としている
が , Poore (2021) では 1.7 倍とされている . 本研
究によって確認された 1.65–2.05 倍は概ねこの
範囲内に収まった . また検討標本のほとんどは
額角先端が弱く尖り側突起より伸長していたが 
( 図 1; Sakai 1999: fig. 32d も見よ ), 甲長 7.2 mm
の雌 1 個体 (RUMF-ZC-5879) は額角先端が鈍く
側突起に届いていなかった ( 図 5). 先行研究に
おいて本種の額角に変異があることは明らかに
されていないが , 同科のウラシマスナモグリ E. 
panglaoensis (Dworschak, 2006) などでは額域の
形態に大きな種内変異があることが知られてお
り (Dworschak 2006), 本種においてもそのような
種内変異が生じている可能性を示唆している . 
しかしながら , 額角に生じた傷が治癒した可能
性も考えられ , ここで生じている形態的差異の
原因の究明には今後より多くの標本を検討する
必要があろう .

Dworschak (2018) はフィリピン産の本種の標
本では甲の前部が黄色く染まるとしているが , 
本研究で用いた琉球列島産の標本ではいずれも
このような色彩パターンを示すものは無く , 一
様に白色であった . 

国産の同属種であるオトヒメスナモグリと
は , クモリスナモグリの第 3 顎脚の外肢が坐節
より長いこと ( オトヒメスナモグリでは坐節を
超えない ), 第 7 胸部腹甲の切れ込みが繋がら
ないこと ( 図 3A), 尾節がより幅広くなること
などから区別される (de Saint Laurent & Manning 
1982; Liu & Liang 2016; 本研究 ).

Callianassa (Callichirus) novaebritanniae は
一度 , Sakai (1966) により天草から報告され
ているが , この時報告された標本は後に de 
Saint Laurent (in de Saint Laurent & Le Loeuff 
1979) によりオトヒメスナモグリ Calliax sakaii 
(=Calliaxina sakaii) として記載されたため , 真の
Calliaxina novaebritanniae の日本国内からの報告
は本報告が初となる . 先行研究で示されていた
分布の北限は南シナ海の西沙諸島であり , 琉球
列島からの記録は本種の分布北限を大きく更新
した .

Calliaxina sakaii (de Saint Laurent, in de Saint 
Laurent & Le Loeuff, 1979)
オトヒメスナモグリ
( 図 2C, D, 3B)

Callianassa (Callichirus) novaebritanniae — Sakai 
1966: 161, figs. 1–4 (not Callianassa novae-
britanniae Borradaile, 1900).

Calliax sakaii de Saint Laurent in de Saint Laurent & 
Le Loeuff, 1979: 95; de Saint Laurent & Manning 
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1982: 212, figs. 1g, 2c, 6c.
Callianassa novaebritanniae — 三宅ほか 1978: 27.
Paraglypturus sakaii — Sakai 1999: 124, fig. 33d, e.
Calliaxina sakaii — Ngoc-Ho 2003: 493, 496, fig. 

20J; Sakai 2011: 502; 大 澤 2012a: 182; 駒 井 
2017: 329; Poore et al. 2019: 140; Poore 2021: 
16, figs. 11, 12f, g.

検討標本 . RUMF-ZC-5880, 1 雄 ( 甲長 6.6 mm), 
沖縄島北中城村美崎 , 2019 年 5 月 18 日 , 佐藤大
義採集 ; RUMF-ZC-5883, 1 雌 ( 甲長 5.9 mm), 沖
縄島北中城村美崎 , 2020 年 4 月 10 日 , 佐藤大義
採集 ; RUMF-ZC-5881, 1 雄 ( 甲長 5.2 mm), 沖縄
島南城市佐敷干潟 , 2019 年 5 月 21 日 , 佐藤大義
採集 ; RUMF-ZC-5882, 1 雌 ( 甲長 4.5 mm), 沖縄
島名護市屋我地島饒平名 , 2019 年 12 月 24 日 , 
佐藤大義採集 .
形態的特徴 . 甲長は第 1, 2 腹節を合わせた長

さの 1.02–1.07 倍である ( 図 2C). 額角は鋭く伸
長し , 眼柄の 1/3 から半分の長さである . 側突起
は発達し , 眼柄の約 1/4 の長さまで伸長する . 頸
溝は明瞭だが , 卵型域を形成しない . タラシナ
線は深く刻まれ , 2 本は平行に甲を縦断する . 心
域の縫合は極めて弱い . 肝域突起は弱い .

第 7 胸部腹甲の楯板は明瞭に Y 字に区画さ
れる ( 図 3B).

眼柄の長さは幅の 2 倍を僅かに超える . 背面
観では根本から約 2/3 の長さまでは外縁と内縁
は平行であるが , 末端の約 1/3 では外縁が内側
に向かい先細りとなる . 角膜は末端の約半分に
位置する .

第 1 触角柄部は第 2 触角柄部より短い .
第 3 顎脚は外肢を持ち , 先端は坐節の末端を

超えない .
鉗脚の大きさは僅かに左右差があり , 大型個

体ほどその差は明瞭となる . 坐節の前縁はごく
弱く鋸歯状となる . 長節の下縁基部にはごく小
さな棘を数本持つ .

第 1 腹節は前方約 1/3 で顕著な横溝により
段状に区切られており , 背面観では前方部が幅
広い長方形 , 後方部が後方に向けて幅が広がる
台形である ( 図 2C). 前方部と後方部を隔てる
溝は後腹方に繋がり , 後方部側面より卵形薄板
を区切る ( 図 2D). 第 2 腹節背面観 ( 図 2C) は前
方にかけてやや狭まる台形であり , 第 1 腹節の
1.7–2.2 倍の長さである . ほぼ同形の第 3–5 腹節
は第 4 腹節が他より僅かに短く , いずれも第 1
腹節より短い . 第 6 腹節背面観は丸みを帯びた
台形であり , 長さと横幅は等しい . 剛毛の束が
側縁の後端約 1/4 の突出部と後縁側方に 1 対ず
つ配置される . 

第 1 腹 肢 は 大 型 の 雌 雄 (RUMF-ZC-5880, 

5883) は末節を欠損しており , 欠損していない
小型の 2 個体では未発達であり , 2 節からなる
平たい棒状となっていた . 雌の第 1 腹肢は末節
に剛毛を持つ .

雄の第 2 腹肢は外肢と内肢を持ち , 内肢には
雄性突起が , 雄性突起には内肢突起が附属して
いる . 外肢全長は内肢のそれより長いが , それ
ぞれの原節との関節位置の違いによって , 両葉
の末端はほぼ同位置にある . 雄性突起の末端は
外肢と内肢の末端を超えない . 内肢突起の長さ
は雄性突起の長さの半分を超える .

雌の第 2 腹肢は外肢と内肢を持ち , 内肢突起
を持つ .

尾節は幅広く , 幅は長さの 1.2–1.3 倍である . 
背面の中央やや基部寄りの位置にごく弱い横向
きの隆起を 1 条持つ . この隆起の直後に短い剛
毛の列を持ち , 中央には長い剛毛も混じる .
色彩 . 体色は白色から薄いピンク色までの変

異が見られた . 図示した個体 (RUMF-ZC-5880) 
( 図 2C, D) は検討標本のうち最もピンク色の強
い個体であり , 多くの個体はほぼ白色である .
生息環境 . 内湾的環境の , 砂泥質の潮下帯上

部から採集された . 採集時の水深は大潮の最干
潮時に水深 20–50 cm ほどであった .
分布 . 日本国内からのみ知られている . 天草

をタイプ産地とし , この他沖縄島および西表島
から知られている (Sakai 1966; de Saint Laurent & 
Le Loeuff 1979; 大澤 2012a).
備 考 . 検 討 標 本 は Sakai (1966) に よ る

Callianassa (Callichirus) novaebritanniae の形態記
載と概ね一致していたが , 第 1, 2 腹節の長さの
比が異なっていた . Sakai (1966) では雄の第 2 腹
節は第 1 腹節の 1.5 倍 , 雌の第 2 腹節は第 1 腹
節の 3 倍としているが , 本研究で用いた標本で
は 1.7–2.2 倍と , それらの中間的な値をとるとと
もに顕著な雌雄差は見出されなかった . この差
が地域集団的な種内変異の内に含まれるのか , 
種差と扱うべきかはホロタイプを含む九州産お
よび琉球列島産のより多くの標本に基づき , 形
態学的および遺伝学的手法を用いた検討が必要
であろう . また , 駒井 (2017) では「( 鉗脚の ) 坐
節 ･ 長節の下縁に目立った棘や突起はない」と
されているが , Sakai (1966, fig. 3a, b) にはごく弱
いながらも鋸歯状となっている様子が描かれて
おり , 本研究でもそのような特徴が観察された . 

Eucalliaxiopsis Sakai, 2011
ウラシマスナモグリ属 (新称 )

備 考 . Sakai (2011) は Eucalliax cearaensis 
Rodrigues & Manning, 1992 をタイプ種とし , 新
属 Eucalliaxiopsis を設立した . 当初はタイプ
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種のみを含む単型の属であったが , Poore et al. 
(2019) による属の見直しに伴い 5 種が本属に移
され , 現在では Liu & Poore (2020) および Poore 
(2021) によって新種記載された 4 種を含む 10
種により構成されている .
和名 . これまでに Eucalliaxiopsis Sakai, 2011

に充てられた和名は存在せず , また , 本研究以
前における本属唯一の国産既知種であるウラシ
マスナモグリ E. panglaoensis (Dworschak, 2006) 
が か つ て 所 属 し て い た Eucalliax Manning & 
Felder, 1991 にも和名が与えられたことはないた
め , Eucalliaxiopsis に新標準和名ウラシマスナモ
グリ属を提唱する .

Eucalliaxiopsis inaequimana (Dworschak, 2014)
フタモンスナモグリ (新称 )
( 図 2E, F, 3C, 6E, F, 7)

Eucalliax inaequimana Dworschak, 2014: 236, figs. 
3–7, 9f, g, 10e, f; Dworschak 2018: 17.

Eucalliaxiopsis inaequimana — Poore et al. 2019: 
138; Poore 2021: 26, figs. 1h, i, 18, 25h.

検討標本 . RUMF-ZC-5884, 1 雌 ( 甲長 6.8 mm), 
沖縄島浦添市港川 , 2020 年 2 月 6 日 , 佐藤大義
採集 ; RUMF-ZC-5885, 1 雌 ( 甲長 4.9 mm), 沖縄
島浦添市港川 , 2020 年 4 月 8 日 , 佐藤大義採集 ; 
RUMF-ZC-6644, 1 雌 ( 甲長 3.9 mm), 西表島祖納 , 
2021 年 1 月 22 日 , 中島広喜採集 .
形態的特徴 . 甲長は第 1, 2 腹節を合わせた長

さの 0.83–0.91 倍である ( 図 2E). 甲の上面は平
滑だが , 側面には剛毛が疎らに生える . 額角は
幅広い三角形であり , 眼柄の 0.16–0.23 倍の長さ
である . 側突起はよく発達し , 額角より長く眼
柄の0.20–0.28倍の長さである . 頸溝は明瞭だが , 
卵型域を形成しない . タラシナ線は深く刻まれ , 
2 本は平行に甲を縦断する . 心域の縫合は中央
で途切れる . 肝域突起は弱く , 肝域下部を縦走
する縫合線の上に位置するが , この縫合線は極
めて弱く , かつ途中で途切れる .

第 7 胸部腹甲の楯板は明瞭に Y 字に区画さ
れる ( 図 3C).

眼柄の長さは幅の約 1.9 倍である . 背面観で
は根本から約 2/3 の長さまでは外縁と内縁は平
行であるが , 末端の約 1/3 では外縁が内側に向
かい先細りとなる . 角膜は末端の約 1/3 に位置
する .

第 1 触角柄部は第 2 触角柄部より短く , 各節
は円筒形である . 第 2, 3 節外面下部には長い剛
毛が列生する .

第 2 触角柄部の第 1 節は太短く , 外面の中央
よりやや上部に排泄孔が開口する . 第 2 節の側

面観は三角形であり , 第 3 節が下面で関節する . 
第 3 節の末端は第 2 節の末端を僅かに超えない . 
第 4, 5 節は細長い円筒形であり , それぞれ第
1–3 節の長さの 2 倍およびほぼ等長である . 第 3
節外面には長い剛毛が密生する .

第 3 顎脚 ( 図 7D) は外肢を持たない . 坐節と
長節は薄く幅広く , ともに下縁および内面の上
縁寄りに剛毛が列生する . 坐節は縦長の四角形
であり , 内面正中線上には小突起が鋸歯状に並
ぶ . 長節は丸みを帯びた台形で , 長さは坐節長
の約 2/3 倍である . 腕節は丸みを帯びた四角形
であり , 長節の長さの約 3/4 倍である . 下縁 , 内
面上縁寄りおよび内面正中線上に剛毛が列生す
る . 前節は丸みを帯びた三角形であり , 上縁は
ほぼ直線的だが下縁基部は強く下向きに張り出
す . 下縁にはやや長い剛毛が列生する . 指節は
丸みを帯びた四角形であり , 長さは腕節の約半
分である . 末端には剛毛が密に列生し , 上縁に
は剛毛が疎らに生える .

鉗脚 ( 第 1 胸脚 ) の大きさには左右差があり , 
検討標本の 3 個体はともに右鉗脚が肥大してい
た . 大鉗脚の長さは小鉗脚の1.04–1.07倍である . 

大鉗脚 ( 図 7A) の坐節は細長く , 内面は平
たいが外面はやや丸みを帯びて膨らむ . 前縁は
ごく弱く鋸歯状となるが , 末端付近の歯は小さ
いながらも明瞭となる . 後縁は平滑無毛 . 長節
は僅かに坐節よりも短く , 側面観は長方形に
近い . 内面上縁付近の末端約 1/3 に長い剛毛が
列生する . 下縁は完縁である . 腕節は長節とほ
ぼ同長である . 幅広く , 末端の上下幅は長さの
1.23–1.27 倍である . 外面は膨らみ , 剛毛の束が
並ぶ下縁付近を除いて平滑無毛 . 上縁 , 下縁と
もに弱く薄く張り出し , 上縁の末端に剛毛の束
を持つ . 内面はほぼ平面であり , 上下縁のすぐ
内側に剛毛の束が並ぶ . 前節上縁は腕節上縁の
1.30–1.42 倍である . 前節の上縁 , 下縁はともに
弱く張り出し , すぐ内側にやや長い剛毛の束が
並ぶ . 上縁内側末端付近の剛毛束は根本に瘤状
突起を持つ . 上縁の末端には微小な瘤状顆粒が
数個見られる ( 図 7B). 外面は周囲を縁取るよう
に剛毛の束が並び , 中央付近は平滑無毛である . 
不動歯には中央やや根本寄りに 1 歯がある他 , 
目立った歯は無い . 指節は不動指より長く , 下
向きに緩やかに湾曲する . 指節の咬合縁は弱く
波打つのみで目立った歯は無い . 上縁および咬
合縁付近の内外面に剛毛の束を持つ .

小鉗脚 ( 図 7C) の形態は腕節の末端の縁の手
前にやや深い溝が縦断する点 , 前節上縁が短く , 
腕節とほぼ等長となる点 , 前節上縁の張り出し
がより前方へ伸長し , 末端に瘤状顆粒を欠く点 , 
不動歯の咬合縁の歯は弱く張り出す程度で , 目
立った歯を形成していない点を除いて大鉗脚と
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図 7. フタモンスナモグリ ( 新称 ), 雌 (6.8 mm), RUMF-ZC-5884. A, 右鉗脚 , 内面観 ; B, 右鉗脚前節末端上部 , 
外面観 ; C, 左鉗脚 , 内面観 ; D, 左第 3 顎脚 , 内面観 ; E, 右第 2 胸脚 , 外面観 ; F, 左第 3 胸脚 , 外面観 .
Fig. 7. Eucalliaxiopsis inaequimana (Dworschak, 2014), female (6.8 mm), RUMF-ZC-5884. A, right cheliped, mesial 
view; B, dorsodistal part of propodus of right cheliped, lateral view; C, left cheliped, mesial view; D, left maxilliped 3, 
mesial view; E, right pereopod 2, lateral view; F, left pereopod 3, lateral view.
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同様である . 
第 2 胸脚 ( 図 7E) は鉗脚状となり , 各節はや

や横扁する . 長節は坐節の長さの 2 倍を超え , 
丸みを帯びた長方形である . 下縁基部は膨らみ , 
長い剛毛が密に列生する . 腕節は三角形であり , 
断面も縦長の三角形である . 上縁 , 外下縁およ
び内下縁に剛毛の束が並ぶ . 前節は三角形であ
り , 腕節とほぼ等長である . 上縁に剛毛の束を
持ち , 下縁に剛毛が列生する . 外面に剛毛の束
が散在する . 指節は三角形であり , 上縁にのみ
剛毛の束が並ぶ .

第 3 胸脚 ( 図 7F) は横扁する . 長節は丸みを
帯びた長方形であり , 下縁に剛毛の束を数個持
つ . 腕節は三角形であり , 外面末端下部にやや
長い剛毛が列生する . 前節は歪んだ四角形であ
り , 基部の下側が丸みを帯びて後方に張り出す . 
外面は中央に無毛の領域が縦走しており , そこ
を除いた一面は短い剛毛の束に覆われている . 
下縁 , 上縁ともに剛毛が列生し , 下縁では密に
生え , 下縁基部および上縁末端には目立って長
い剛毛が生える . 指節は先端がやや下縁側に曲
がった雫型をしており , 外面 , 下縁 , 上縁ともに
剛毛が密生する .

第 4 胸脚はやや横扁する . 長節および腕節は
細長く , 上縁末端付近に剛毛の束を持つ . 前節
は長さが幅より大きい長方形である . 下縁には
剛毛が列生し , 外縁や外面には剛毛の束が散在
する . 指節は雫型である . 上下縁には剛毛が列
生し , 外面上部の基部に剛毛が密生する . 

第 5 胸脚の長節 , 腕節は湾曲した円柱形であ
り , 前節はやや平たく , 下縁は窪み , 上縁は強く
膨らむ . 前節の下縁側末端が突出し , 指節が湾
曲した鉤爪状であるため鉗脚状となる . 前節 , 
指節ともに末端付近にやや長い剛毛が密生す
る .

第 1 腹節は背面観では前方にかけて狭まる
台形であり , 前縁の幅は後縁の幅の約 1/3 であ
る ( 図 2E). 背面および側面はほぼ平滑無毛だが , 
側面上部の末端付近に 1 対の剛毛の束を持つ . 
第 1 腹肢の根本に卵形薄板は見られない . 第 2
腹節背面観は前方がやや狭まった台形であり , 
第 1 腹節の 1.2 倍の長さである . 背面および側
面はほぼ平滑無毛だが , 後端付近に 2 対の剛毛
の束を持つ . ほぼ同形の第 2–5 腹節は第 4 腹節
が僅かに短く , いずれも第 1 腹節より短い . い
ずれも側面の中央付近に剛毛が上下に短く列生
する . 第 6 腹節背面観は丸みを帯びた台形であ
り , 横幅が長さより大きい . 側縁は , 僅かに窪む
前端付近を除いて後方にかけて弱く狭まり , 後
端から約 1/4 で僅かに膨らみ , 左右の縁が平行
に近くなる . 後縁の中央は浅く切れ込む . 側縁
には短い剛毛が疎らに生え , 剛毛の束が側縁の

後端約 1/4 の突出部と後縁側方に 1 対ずつ , 後
縁中央に 1 つ配置される .

雌の第 1 腹肢 ( 図 6E) は二節からなる L 字型
をしており , 末節は中央よりやや近位で弱く突
出する ( 図 6E では反対側へ突出している ). 末
節の先端と弱い突出部の先端およびその根元 , 
基節の末端付近にはやや長い剛毛を持つ . 

雌の第 2 腹肢 ( 図 6F) は外肢と内肢を持つ . 
内肢は細長い三角形であり , 内肢突起を欠く . 
外肢は細く , 外肢全長は内肢のそれより僅かに
長いが , それぞれの原節との関節位置の違いに
よって , 内肢末端は外肢末端を超える . 第 2 腹
肢の各所に剛毛が生える .

尾節は幅広く , 幅は長さの 1.9–2.0 倍である . 
側縁はほぼ平行だが , 後端から約 1/3 で僅かに
膨らみ , 幅の最大値となった後に後縁に向かい
狭まる . 背面の中央やや基部寄りの位置に横向
きの隆起を 1 条持つ . この隆起は中央で一度途
切れ , そこに剛毛の束を持つ . 後側縁に 1 対の
長い剛毛の束を持つ他 , 縁に毛を持たない .

尾肢の内肢は卵円形であり , 長さは幅の 1.6
倍である . 背面の先端付近に長い剛毛の束を持
ち , 外側縁にはやや長い剛毛が列生する . 外肢
は卵円形であり , 外側縁は剛毛が密に列生する
が , 後縁は数本の棘状剛毛を持つのみであり , 
内側縁および前縁は無毛である . 前方に背板を
持ち , その外側縁は剛毛および棘状剛毛が密に
列生する .
色彩 . 一部で内部の組織が透けて見えるこ

とを除けば体全体は一様に白色であるが , 甲の
タラシナ線前部の周辺のみ黄褐色に染まる ( 図
2E, F).
生息環境 . 礁池内に形成された , リュウ

キ ュ ウ ス ガ モ Thalassia hemprichii (Ehrenberg) 
Ascherson, 1871 などから成る海草藻場に隣接す
る砂底から採集された . 水深は低潮線直下から
2 m 以浅の範囲であった .
分布 . オーストラリアのココス ( キーリン

グ ) 諸島 ( タイプ産地 ) およびクイーンズラン
ド , フィリピンのパンラオ島およびインドネシ
アのスラウェシ島 , パプアニューギニアのニ
ューアイルランド島 , フレンチポリネシアおよ
びマリアナ諸島のグアム島から記録されている 
(Dworschak 2014; Dworschak 2018; Poore, 2021). 
国内からは沖縄島および西表島から採集された 
( 本研究 ).
和名 . 色彩の項目で示したように , 甲の前部

に黄褐色の斑紋が 2 つあり ( 図 2E), この特徴
によって野外でも比較的容易に他種から区別さ
れるため , この特徴に因みフタモン ( 二紋 ) ス
ナモグリの標準和名を新称する . 和名の基準と
なる標本には本研究で用いた甲長 6.8 mm の雌 
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(RUMF-ZC-5884) を指定する .
備考 . 検討標本の形態的特徴は Dworschak 

(2014) による Eucalliax inaequimana の原記載に
よく一致し , 同定に問題は無いと考えられたが , 
次の一点のみ原記載におけるホロタイプの形態
的特徴と異なっていた . Dworschak (2014) では
本種の尾節には後側縁の他 , 後縁にも一対の長
い剛毛の束を持つとされているが , 検討標本の
2 個体はいずれもこの後縁の長い剛毛の束を欠
いていた . なお , 本種の原記載で示されている
尾節の形態はホロタイプである甲長 8.6 mm の
雄個体のみに基づいており , 検討標本はこれよ
り小型の雌個体であるため , 尾節に生じた形態
的差異の原因として個体差 , 雌雄差 , 成長段階
による差 , もしくは地域差が考えられたが , 何
れに起因するのかは不明であった . 検討標本の
生時の色彩は Dworschak (2014: fig. 10e, f) に示
されている色彩とよく一致した .

国産の同属種であるウラシマスナモグリと
は , 尾節の隆起の直後に短い剛毛の列を持たな
いことや尾肢の内肢の後縁が凹まないことなど
で区別される (Dworschak 2006; Dworschak 2014; 
大澤 ･ 藤田 2016). なお , 形態的に酷似する E. 
aequimana (Baker, 1907) とは , フタモンスナモ
グリでは額角が側突起より短くなり , 大鉗脚の
上縁末端に瘤状顆粒を持つことなどで区別され 
(Dworschak 2014), E. patio Poore, 2021 とは , フタ
モンスナモグリではより眼柄が細長くなること
や , 尾節背面上の隆起が中央で途切れることな
どで区別される (Poore 2021).

先行研究で示されていた分布の北限はマリ
アナ諸島のグアム島であり , 琉球列島からの記
録は本種の分布北限を大きく更新した .

Eucalliaxiopsis panglaoensis (Dworschak, 2006)
ウラシマスナモグリ
( 図 2G, H, 3D, 8)

Eucalliax panglaoensis Dworschak, 2006: 349, figs. 
1–4, 6, 7; 大澤 2012b: 182; 大澤 ･ 藤田 2016: 
40, 図 3C, 8C; Dworschak 2018: 17, fig. 1a.

Calliaxina panglaoensis — Sakai 2011: 501.
Eucalliaxiopsis panglaoensis — Poore et al. 2019: 

125, 127, 146, fig. 19m: Poore 2021: 28, fig. 25g.

検討標本 . RUMF-ZC-5886, 1 雄 ( 甲長 7.1 mm), 
沖縄島名護市二見 , 2019 年 11 月 16 日 , 佐藤大
義採集 ; RUMF-ZC-5887, 1 雄 ( 甲長 4.4 mm), 沖
縄島名護市二見 , 2019 年 12 月 26 日 , 佐藤大義
採集 ; RUMF-ZC-5888, 1 雌 ( 甲長 6.5 mm), 沖縄
島名護市二見 , 2020 年 1 月 26 日 , 上田龍之介採
集 ; RUMF-ZC-6608, 1 雌 ( 甲長 7.0 mm), 西表島

伊武田干瀬南 , 2021 年 1 月 25 日 , 佐藤大義採集 .
形態的特徴 . 甲長は第 1, 2 腹節を合わせた長

さの 0.75–0.95 倍である ( 図 2G) . 額角は鋭く伸
長し , 眼柄の 1/3 から半分の長さである . 側突起
は発達し , 眼柄の 1/5 の長さまで伸長する . 頸溝
は明瞭だが , 卵型域を形成しない . タラシナ線
は深く刻まれ , 2 本は平行に甲を縦断する . 心域
の縫合は弱く , 中央で途切れる . 肝域突起は弱
い .

眼柄の長さは幅の約 2.2 倍である . 背面観で
は外縁は基部から末端にかけて緩やかに内側へ
湾曲するが , 末端側の約 1/5 の位置で急激に内
側へ向かい , それより先端では外側に向かい反
り返る . 角膜は末端の約 1/3 に位置する .

第 1 触角柄部は第 2 触角柄部より短い .
第 3 顎脚は外肢を持たない . 長節下縁末端部

に小棘を持つが , その大きさには個体差が見ら
れる .

大型の雄 (RUMF-ZC-5886) の鉗脚 ( 第 1 胸脚 ) 
は右鉗脚がやや肥大するが , 小型の雄 (RUMF-
ZC-5887) や雌 (RUMF-ZC-5888, 6608) では鉗脚
の大きさに左右差は見られなかった . 坐節の前
縁はごく弱く鋸歯状となるが , 末端付近の歯は
小さいながらも明瞭となる . 腕節の末端下縁付
近は鋸歯状となる ( 図 7A). 腕節の上縁は棘状と
なる末端を除いて完縁である . 前節上縁の末端
に顆粒などは見られない . 大型雄の小鉗脚の前
節の上縁末端は大鉗脚のそれよりも前方へ張り
出す . 雌や小型の雄では腕節および前節の上縁
末端が棘状になる .

第 1 腹節は背面観では前方にかけて狭まる
台形であり , 第 1 腹肢の根本に卵形薄板は見ら
れない ( 図 2G, H). 第 2 腹節背面観 ( 図 2G) は前
方がやや狭くなった台形であり , 第 1 腹節の 1.3
倍の長さである . ほぼ同形の第 3–5 腹節は第 4
腹節が僅かに短く , いずれも第 1 腹節よりも短
い . 第 6 腹節の背面観は丸みを帯びた台形であ
り , 僅かに横幅が長さより大きい . 剛毛の束が
側縁の後端約 1/4 の突出部と後縁側方に 1 対ず
つ配置される .

雄の第 1 腹肢 ( 図 8C) は 2 節からなる . 基節
は円柱形であり , 末端に剛毛の束を持つ . 末節
はよく湾曲し , 先端は鉤爪状となる . 中央付近
に突起を一つ持ち , 無毛である .

雄の第 2 腹肢は外肢と内肢を持ち , 内肢には
雄性突起が , 雄性突起には内肢突起が附属して
いる . 外肢全長は内肢のそれより長いが , それ
ぞれの原節との関節位置の違いによって , 両葉
の末端はほぼ同位置にある . 雄性突起の末端は
外肢と内肢の末端を超える .

雌の第 1 腹肢 ( 図 8D) は J 字型になる . 基節
は末端の外側縁が強く突出し , 末節は中央より
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やや近位で弱く張り出す .
雌の第 2 腹肢は外肢と内肢を持ち , 内肢突起

を持たない .
尾節 ( 図 8B) は幅広く , 幅は長さの約 1.6 倍

である . 背面の中央やや基部寄りの位置に横向
きの隆起を 1 条持つ . この隆起の直後に短い剛
毛の列を持ち , 中央には長い剛毛も混じる .

尾肢の内肢は丸みを帯びた長方形をしてい
るが , 外側縁は強く窪む ( 図 8B). 外側縁には剛
毛が列生するが , 窪んでいる部分は短い剛毛が
8–10 本生える .
色彩 . 一部で内部の組織が透けて見えること

を除けば , 体全体は一様に白色である ( 図 2G, 
H). 鉗脚が薄いピンク色を呈する場合もある .

生息環境 . 湾奥に形成された , やや泥質の砂
泥質干潟の潮下帯上部 , もしくは潮通しの良い
水深 15 m ほどの , 海草藻場に隣接した砂地から
採集された . 
分布 . 国外からはフィリピンのパンラオ島 

( タイプ産地 ) の他 , パプアニューギニアとイン
ドネシアのバリ島から知られている (Dworschak 
2006; Sakai & Türkay 2014; Dworschak 2018). 国
内からは琉球列島の沖縄島 , 西表島および伊良
部島から記録されている ( 大澤 2012; 大澤 ･ 藤
田 2016).
備考 . 検討標本の形態的特徴は Dworschak 

(2006) による Eucalliax panglaoensis の原記載に
よく一致した . Dworschak (2006) は本種の額角
の長さや眼柄の形状に変異があることを述べて
いるが , 検討標本の額角の長さや眼柄の形状は
いずれの個体もホロタイプの形態とほぼ一致し

ていた . 
Poore (2021) は , Robles et al. (2020) による分

子系統解析の結果を受けて E. panglaoensis ウ
ラシマスナモグリの隠蔽種 E. dworschaki を新
種記載し , 加えてオーストラリア北西部から
ウラシマスナモグリに極めてよく似た新種 , E. 
paradoxa を記載した . これら 2 種とウラシマス
ナモグリは , 同属の他種より以下の形質により
区別される : 尾節背面の隆起の直後に短い棘状
剛毛の列を持つ ; 尾肢内肢の遠位が窪む ; 鉗脚
腕節の上縁末端に 2 棘 , 外面側末縁下部に 2 葉 , 
内面側末縁下部から続く 1 条の隆起をそれぞれ
持つ (Poore 2021). Poore (2021) はこれら 3 種の
識別点として表 1 に示した特徴を挙げており , 
本研究の検討標本は , 尾肢内肢の幅広さと雌雄
の大鉗脚前節の幅広さを除いてウラシマスナモ
グリの特徴に一致した ( 表 1). このうち , 尾肢
内肢の幅広さと雌の大鉗脚前節の幅広さの 2 形
質の値は , 大型個体でより先行研究の値に近付
いていた . 先行研究で扱われたウラシマスナモ
グリの標本は , 本研究の検討標本中の最大個体
より大型であることから , これらの差異は計測
誤差や標本サイズの違いに起因する種内変異
であると考えられた . 雄の大鉗脚前節の幅広さ
について , ホロタイプの図より計算すると 1.23 
(cl 10.4 mm) であった (Dworschak 2006: fig. 3a). 
Poore (2021) は雄のパラタイプ (cl 4.3 mm) を検
討し , 1.25 と 1.3 の 2 つの値を示している (Poore 
2021: 26, 33). これはその都度計測した結果の計
測誤差であるのか , 1.25 を四捨五入した値とし
ての 1.3 なのかは不明である . いずれにせよ , ホ

図 8. ウラシマスナモグリ . A–C, 雄 (7.1 mm), RUMF-ZC-5886; D, 雌 (6.5 mm), RUMF-ZC-5888; A, 右鉗脚腕節
末端下部 , 外面観 ; B, 尾部 , 背面観 ; C, 右第 1 腹肢 , 内面観 ; D, 左第 1 腹肢 , 外面観 .
Fig. 8. Eucalliaxiopsis panglaoensis (Dworschak, 2006). A–C, male (7.1 mm), RUMF-ZC-5886; D, female (6.5 mm), 
RUMF-ZC-5888; A, ventrodistal part of carpus of right cheliped, lateral view; B, telson and uropods, dorsal view; C, 
right pleopod 1, mesial view; D, left pleopod 1, lateral view.
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種, 標本
Species, material(s) 
[情報源 data source]

ウラシマスナモグリ
ホロタイプ
E. panglaoensis 
holotype
[Dworschak (2006)]

ウラシマスナモグリ
パラタイプ 
E. panglaoensis 
paratypes
[Poore (2021)]

E. dworschaki
ホロタイプ・図示さ
れたパラタイプ雌 
E. dworschaki
holotype & figured 
paratype female
[Poore (2021)]

E. paradoxa
ホロタイプ・図示さ
れたパラタイプ雌  
E. paradoxa
holotype & figured 
paratype female
[Poore (2021)]

ウラシマスナモグリ
[本研究] 
E. panglaoensis 
[present materials]

性別: 甲長 
Sex: carapace length

Male: 10.4 mm Male: 4.3 mm 
Female: 7.1 mm

Male: 8.9 mm 
Female: 8.2 mm

Male: 9.4 mm 
Female: 9.4 mm

Male: 4.4, 7.1 mm 
Female: 6.5, 7.0 mm

鉗脚腕節上縁の近位 
Proximal part of carpal 
upper margin of cheliped

平滑 
Smooth

平滑 
Smooth

近位に湾曲した1棘
と, そのやや遠位内
面寄りに孔を持つ 
With proximal hooked 
spine and subproximal-
mesial pit

平滑 
Smooth

平滑 
Smooth

鉗脚の腕節末端外縁の中
間歯 
Middle of distolateral 
marginal teeth of cheliped 
carpus

*やや斜めに向かい, 
やや鋭い 
*Relatively oblique, 
relatively sharp 
[Figs. 3a, e]

*概ね垂直方向を向
き, やや丸みを帯び
る 
*Relatively 
perpendicular, 
relatively rounded 
[Fig. 25g]

垂直方向を向き, 丸
みを帯びる 
Perpendicular, rounded

斜めに向かい, 鋭い 
Oblique, sharp

概ね垂直方向を向き, 
やや鋭いものから丸
みを帯びるものまで
変異 
Relatively 
perpendicular, relatively 
sharp to rounded

鉗脚の腕節末端外縁の上
の歯と中間の歯の間の切
れ込み 
Notch between upper and 
middle distolateral marginal 
teeth of cheliped carpus

幅広い 
Broad

幅広い 
Broad

狭く鋭い 
Sharp

狭く鋭い 
Sharp

幅広い 
Broad

雄の大鉗脚の掌部形態
（長さ/上下幅の比） 
Palm of male major chaliped 
(length/height ratio)

長方形 
Rectangular (*1.23) 
[Fig. 3a]

長方形 
Rectangular (1.25, 
1.3)

長方形 
Rectangular (*1.02) 
[Fig. 16a]

先細りとなる 
Tapering (*1.01) 
[Fig. 20g]

長方形 
Rectangular (0.87–
0.97)

雌の大鉗脚掌部の長さ/上
下幅の比 
Length/height ratio of palm 
of female major chaliped

— 0.9 *0.91 
[Fig. 17a]

1.1 0.92–0.96

鉗脚掌部外面の隆起の掌
部長に対する比
Lateral ridge length of 
cheliped palm to palmal 
length ratio

*約半分 
*About half 
[Fig. 3e]

*約半分 
*About half 
[Fig. 25g]

ほぼ全長 
Almost entire length

*約1/3, もしくはより
短い 
*About 1/3 or less 
[Figs. 20g, i, 21m, o]

約半分 
About half

尾肢内肢の形態（長さ/幅
の比; 遠位の窪みに生える
剛毛の本数） 
Uropodal endopod (length/
width ratio; number of 
short setae in the distal 
excavation)

楕円形に近い 
Relatively oval (1.5; 
10)

楕円形に近い 
Relatively oval (1.6; 
11)

楕円形に近い 
Relatively oval, (1.4; 
11)

やや先細りとなる 
Relatively tapering 
(1.4; 8)

楕円形に近い 
Relatively oval (1.36–
1.45; 8–10)

尾節後縁の形態 
Posterior margin of telson

直線的 
Straight

直線的 
Straight

波打つ 
Sinuous

波打つ 
Sinuous

直線的 
Straight

表 1. ウラシマスナモグリとその近似種 Eucalliaxiopsis dworschaki Poore, 2021 および E.paradoxa Poore, 2021 の
識別形質 . * は各論文の図から判断もしくは計算して求めた形態的特徴を示す .
Table 1. Diagnostic characters of Eucalliaxiopsis panglaoensis (Dworschak, 2006), E. dworschaki Poore, 2021 and E. 
paradoxa Poore, 2021. *, characters determined or calculated from original figures.

ロタイプにより近いサイズの本研究の雄標本 (cl 
4.4, 7.1 mm) が 0.87–0.97 というより離れた値を
示すことについて , 本研究で扱った 2 標本の大
鉗脚が再生肢だった可能性など様々な要因が考
えられ , より多くの標本を用いた確認が必要で
ある . 本研究では暫定的にウラシマスナモグリ
と同定した . なお , Poore (2021) は表 1 に挙げた
通り , E. paradoxa の Remarks で , E. paradoxa を
ウラシマスナモグリと E. dworschaki から区別

する点として , 尾肢内肢の遠位の凹部に生える
短い剛毛の本数 (E. paradoxa の 8 本 vs. ウラシ
マスナモグリおよび E. dworschaki の 11 本 ) を
挙げているが , 同研究で提示されているウラシ
マスナモグリ属の検索表では E. dworschaki が 8
本 , ウラシマスナモグリと E. paradoxa で 11 本
とされている . Poore (2021) で新種記載された両
種のホロタイプの形態記載では , 当該部位の剛
毛の本数は E. dworschaki で 11 本 , E. paradoxa
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で 8 本とされているため , 検索表が誤記である
と考えるのが自然であろう . また , Poore (2021) 
はウラシマスナモグリの当該部位の剛毛の本数
を 11 本としているが , ウラシマスナモグリの
原記載で示されたホロタイプの尾肢内肢の図 
(Dworschak, 2006: fig. 1g) では 10 本である . 本
研究では当該部位における短い剛毛は 8–10 本
が認められ , これはウラシマスナモグリと E. 
paradoxa に重複する値となった . 
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Abstract. Four species of eucalliacid ghost 
s h r i m p s ,  C a l l i a x i n a  n o v a e b r i t a n n i a e 
(Borradaile, 1900), C. sakaii (de Saint Laurent 
in de Saint Laurent & Le Loeuff, 1979), 
Eucalliaxiopsis inaequimana (Dworschak, 
2014) and E. panglaoensis (Dworschak, 2006) 
are reported based on specimens collected 
from Okinawajima Island, Yagachijima Island, 
Ohjima in Kumejima Town, and Iriomotejima 
and its adjacent islands, Ryukyu Islands, 
southwestern Japan. The present study represents 
the first records of C. novaebritanniae and E. 
inaequimana to the Japanese fauna and expands 
the distributional ranges of these two species to 
the north.
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